
歳出比較分析表(平成20年度普通会計決算) 徳島県

経常収支比率の分析
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グループ内平均値

徳島県

※１　本レーダーチャートは、当該団体とグループ内平均値より算出した偏差値をもとにチャート化したものである。（偏差値は平均を100としている。）

　２　当該団体の八角形が平均値の八角形より外側にあるほど、歳出抑制等により財政構造に弾力性があることを示している。

　３　グループとは、道府県を財政力指数の高低によって４つに分類したものである。
　　　Ⅰグループ　0.500以上1.000未満、Ⅱグループ　0.400以上0.500未満、Ⅲグループ　0.300以上0.400未満、Ⅳグループ　0.300未満
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分析欄

【人件費】
  人件費に係る経常収支比率については、類似団体のうちでもっとも低い。
　これは、これまで高齢層職員の昇給停止（抑制）年齢の引き下げ、昇給・昇格制度の見直し等、給与制度の適正な運営に努め
るとともに、定員管理の適正化について積極的に取り組んできたこと、さらには、財政健全化に資するため、平成２０年１月から給
与の臨時的削減措置を実施していることが主な要因である。
  また、将来的には、一般行政部門職員３，０００人体制を目指すこととし、「とくしま未来創造プラン」の期間内においては、平成１
９年４月～２３年４月の４年間で「３００人以上」の削減を実施し、人件費の一層の抑制に努める。

【物件費】
　物件費に係る経常収支比率については、類似団体平均を上回っているが、近年は下降傾向にある。
　これは、庁舎等の管理経費の縮減や臨時補助員の減、委託事業の見直し等によるコスト削減が主な要因である。
　今後も物件費の効果的・効率的な執行や制度の運用・あり方などを見直し経費縮減に努める。

【扶助費、補助費等】
　扶助費に係る経常収支比率については、類似団体平均を上回り、かつ上昇傾向にある。これは、生活保護費の増加に伴う県負
担の増等が主な要因である。
　一方、補助費等に係る経常収支比率については、類似団体平均を下回っているが、近年は上昇傾向にある。これは、予算上は
扶助費に分析されている後期高齢者医療や介護給付に係る負担金の増加等が主な要因である。
　今後も後期高齢者医療や介護給付など、毎年増加傾向にある扶助費の現状を分析し、抑制の可能性を探る。

【公債費】
　公債費に係る経常収支比率については、類似団体平均を上回り、かつ上昇傾向にある。
　これは、本県において、他県に比べ遅れていた社会資本を整備するため、国の経済対策に呼応して発行した県債の償還が本
格的に始まったことなどによる公債費の増加等が主な要因ある。
　今後は、高利の政府資金の繰上償還、新規発行県債の抑制や平準化を図り、公債費の上昇傾向の抑制に努める。



人件費及び人件費に準ずる費用の分析
人件費及び人件費に準ずる費用

人口1人当たり決算額
当該団体（円） グループ内平均（円） 対比（％）

人件費 119,751,248 149,535 138,718 7.8
賃金（物件費） 606,305 757 469 61.4
公営企業（法適）等に対する繰出し（補助費等） 421,710 527 824 ▲ 36.0
公営企業（法適）等に対する繰出し（投資及び出資金・貸付金） - - - -
公営企業（法非適）等に対する繰出し（繰出金） - - 49 -
事業費支弁に係る職員の人件費（投資的経費） 3,987,771 4,980 2,571 93.7
▲退職金 ▲ 12,850,812 ▲ 16,047 ▲ 13,237 21.2
合計 111,916,222 139,751 129,394 8.0

参考
当該団体 グループ内平均 対比（差引）

人口100,000人当たり職員数（人） 1,589.99 1,432.98 157.01
ラスパイレス指数 92.7 97.8 ▲ 5.1

公債費及び公債費に準ずる費用の分析
公債費及び公債費に準ずる費用（実質公債費比率の構成要素）

人口1人当たり決算額
当該団体（円） グループ内平均（円） 対比（％）

公債費充当一般財源等額
（繰上償還額及び満期一括償還地方債の元金に係る分を除く。）

88,748,845 110,822 71,037 56.0

満期一括償還地方債の一年当たりの元金償還金に相当するもの
（年度割相当額）等

83,333 104 1,353 ▲ 92.3

公営企業債の償還の財源に充てたと認められる繰入金 1,451,146 1,812 2,478 ▲ 26.9
一部事務組合等の起こした地方債に充てたと認められる補助金又
は負担金に充当する一般財源等額

- - 73 -

債務負担行為に基づく支出のうち公債費に準ずるものに充当する
一般財源等額

532,072 664 1,898 ▲ 65.0

一時借入金利子
（同一団体における会計間の現金運用に係る利子は除く）

41,928 52 29 79.3

▲地方債に係る元利償還金及び準元利償還金に要する経費として
普通交付税の額の算定に用いる基準財政需要額に算入された額

▲ 49,132,604 ▲ 61,352 ▲ 45,309 35.4

合計 41,724,720 52,102 31,559 65.1

当該団体決算額
（千円）

当該団体決算額
（千円）

歳出比較分析表(平成20年度普通会計決算) 徳島県

※参考　実質公債費比率及び起債制限比率の推移
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普通建設事業費の分析

普通建設事業費

当該団体(円) 増減率(%)(A) グループ内平均(円) 増減率(%)(B) (A)-(B)

135,731,075 165,728 ▲ 12.5 137,759 ▲ 12.8 0.3

うち単独分 56,616,272 69,129 ▲ 9.1 50,696 ▲ 13.1 4.0

133,951,479 164,092 ▲ 1.0 105,500 ▲ 23.4 22.4

うち単独分 47,721,225 58,459 ▲ 15.4 33,684 ▲ 33.6 18.2

120,096,006 147,960 ▲ 9.8 105,352 ▲ 0.1 ▲ 9.7

うち単独分 43,420,736 53,495 ▲ 8.5 35,033 4.0 ▲ 12.5

92,933,930 115,310 ▲ 22.1 99,248 ▲ 5.8 ▲ 16.3

うち単独分 33,407,467 41,451 ▲ 22.5 31,007 ▲ 11.5 ▲ 11.0

77,241,681 96,453 ▲ 16.4 92,849 ▲ 6.4 ▲ 10.0

うち単独分 26,346,043 32,899 ▲ 20.6 30,532 ▲ 1.5 ▲ 19.1

過去５年間平均 111,990,834 137,909 ▲ 12.4 108,142 ▲ 9.7 ▲ 2.7

うち単独分 41,502,349 51,087 ▲ 15.2 36,190 ▲ 11.1 ▲ 4.1

当該団体決算額
（千円）
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当該団体値 グループ内平均値


